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現
行
商
法
は
、
会
社
債
権
者
保
護
の
立
場
か
ら
会
社
財
産
を
砿
保
す
る
た
め
に
配
当
規
制
の
規
定
（
商
法
二
九
○
条
）
を
設
け
て
い

る
。
し
か
し
、
平
成
一
三
年
お
よ
び
平
成
一
四
年
に
お
け
る
商
法
改
正
に
お
い
て
、
配
当
規
制
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
資
本
制
度
に
関

す
る
重
要
な
改
正
が
行
わ
れ
、
資
本
お
よ
び
法
定
準
備
金
の
概
念
の
変
更
に
伴
い
会
社
の
資
本
政
策
が
弾
力
化
さ
れ
、
柔
軟
な
財
務
政

策
の
遂
行
が
可
能
と
な
り
、
配
当
規
制
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
配
当
規
制
に
お
け
る
資
本
お
よ
び
法
定
準
備
金
の
分

配
に
つ
い
て
、
そ
の
合
理
性
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
繰
延
資
産
お
よ
び
繰
延
税
金
資
産
な
ら
び
に
資
産
の
時
価
評
価
導
入
に
伴
う
未

目
次四三二は
じ
め
に

は
じ
め
に

配
当
規
制
の
意
義
と
配
当
財
源

配
当
財
源
と
し
て
の
合
理
性

結
び 配
当
規
制
に
お
け
る
配
当
財
源
の
可
否

葭
田
英
人
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実
現
評
価
益
の
配
当
財
源
と
し
て
の
可
否
に
つ
い
て
、
理
論
的
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

配
当
規
制
の
目
的
は
、
会
社
債
権
者
保
護
と
株
主
の
投
資
の
見
地
か
ら
、
資
産
の
分
配
を
許
容
で
き
る
会
社
の
財
政
状
態
に
つ
い
て

あ
る
種
の
最
低
基
準
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
り
、
商
法
は
、
配
当
が
な
る
べ
く
多
い
こ
と
を
望
む
社
員
・
株
主
の
利
益
と
、
そ
れ
が
な
る

べ
く
少
な
い
こ
と
を
望
む
会
社
債
権
者
の
利
益
を
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
有
限
責
任
の
原
則
に
よ
り
会
社
財
産
を
唯

一
の
担
保
と
す
る
株
式
会
社
と
有
限
会
社
に
は
、
会
社
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
配
当
規
制
（
商
法
二
九
○
条
、
有
限
会
社
法
四
六
条
）

が
存
在
す
る
が
、
無
限
責
任
社
員
が
い
る
合
名
会
社
お
よ
び
合
資
会
社
に
は
配
当
規
制
は
存
在
し
な
い
。

配
当
財
源
で
あ
る
配
当
可
能
利
益
の
算
定
は
貸
借
対
照
表
を
基
準
に
行
い
、
利
益
配
当
は
そ
の
金
額
の
範
囲
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
商
法
は
、
会
社
債
権
者
保
護
の
立
場
か
ら
、
資
本
を
担
保
と
し
て
会
社
財
産
を
確
保
す
る
た
め
配
当
規
制
の
規
定
を
設
け
て

い
る
（
商
法
二
九
○
条
一
項
）
。
利
益
配
当
は
、
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
額
か
ら
資
本
の
額
、
資
本
準
備
金
と
利
益
準
備
金
の
合
計
額

（
法
定
準
備
金
の
額
）
、
そ
の
決
算
期
に
積
立
を
要
す
る
利
益
準
備
金
の
額
、
開
業
準
備
費
・
試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
の
合
計
額
が

法
定
準
備
金
の
額
と
そ
の
決
算
期
に
積
立
を
要
す
る
利
益
準
備
金
の
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
は
そ
の
超
過
額
、
新
株
払
込
金
ま
た

は
新
株
式
申
込
証
拠
金
、
土
地
再
評
価
差
額
金
、
株
式
等
評
価
差
額
金
を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
純

資
産
額
が
資
本
と
法
定
準
備
金
の
合
計
額
に
満
た
な
い
資
本
の
欠
損
と
な
る
場
合
に
は
、
法
定
準
備
金
を
取
り
崩
し
て
資
本
の
欠
損
を

填
補
す
る
か
、
会
社
財
産
に
資
本
の
額
を
合
わ
せ
る
名
目
上
の
資
本
減
少
を
行
う
こ
と
に
よ
り
利
益
配
当
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
｡

二
配
当
規
制
の
意
義
と
配
当
財
源
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さ
ら
に
、
筆
者
に
と
っ
て
非
常
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
配
当
規
制
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
事
業
会
社
法
五
一
○
条
に
お
い
て
、
会
社
が
支
払
不
能
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
配
当
支
払
に
よ
り
支
払
不
能
に
陥
る
よ
う
な
場
合
の

配
当
を
禁
じ
（
支
払
不
能
基
準
）
、
か
つ
会
社
の
資
産
が
負
債
と
資
本
を
超
え
て
い
な
け
れ
ば
配
当
を
禁
じ
る
も
の
（
貸
借
対
照
表
基
準
）

で
あ
る
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
会
社
法
一
七
○
条
は
、
損
益
計
算
書
上
の
利
益
が
存
す
る
か
ど
う
か
で
配
当
支
払
の
可
否
を
決
す
る
。
す
な
わ

ち
、
欠
損
が
存
す
る
場
合
で
も
当
期
利
益
を
配
当
可
能
利
益
と
し
て
認
め
る
。
い
わ
ゆ
る
三
三
三
⑰
＆
量
⑦
目
か
貸
借
対
照
表
基
準
か
の

選
択
基
準
を
配
当
規
制
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
会
社
法
三
七
条
は
支
払
不
能
基
準
の
み
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
社
法
五
○
○
条
に
お
い
て
は
、
分
配
直
前
の
会
社
の
留
保
利
益
の
額
が
配
当
額
以
上
で
あ
る
か
（
留
保
利
益

基
準
）
、
会
社
に
留
保
利
益
が
な
い
場
合
で
も
、
分
配
直
後
の
資
産
総
額
が
負
債
総
額
の
二
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
（
資
産
負
債
比

率
）
、
か
つ
流
動
資
産
が
流
動
負
債
の
一
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
流
動
比
率
）
で
な
け
れ
ば
分
配
で
き
な
い
と
規
定
し
（
財
政
状
態
基

準
）
、
五
○
一
条
に
お
い
て
、
こ
の
両
基
準
を
、
会
社
が
支
払
不
能
か
配
当
支
払
に
よ
り
支
払
不
能
に
陥
る
よ
う
な
場
合
の
配
当
を
禁
じ

こ
れ
に
対
し
、
会
社
が
配
当
規
制
に
違
反
し
て
利
益
が
な
い
の
に
配
当
を
行
っ
た
と
き
は
、
違
法
配
当
（
蛸
配
当
）
と
し
て
無
効
と

な
り
、
不
当
利
得
を
理
由
に
会
社
は
株
主
に
対
し
て
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
七
○
三
条
。
七
○
四
条
）
。
会
社
債
権
者

も
株
主
に
違
法
配
当
額
を
会
社
に
返
還
す
る
よ
う
請
求
で
き
る
（
商
法
二
九
○
条
二
項
）
。
し
か
し
、
多
く
の
株
主
か
ら
返
還
さ
せ
る
こ

と
は
難
し
い
の
で
、
違
法
配
当
議
案
を
株
主
総
会
に
提
出
し
た
取
締
役
お
よ
び
取
締
役
会
決
議
に
賛
成
し
た
取
締
役
は
、
連
帯
し
て
違

法
配
当
額
を
弁
済
す
る
責
任
を
負
う
（
商
法
二
六
六
条
一
項
一
号
。
一
一
項
）
。
こ
の
責
任
は
資
本
充
実
の
原
則
か
ら
生
じ
る
無
過
失
責
任

と
な
り
（
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
過
失
責
任
）
、
株
主
全
員
の
同
意
が
な
け
れ
ば
免
除
で
き
ず
株
主
代
表
訴
訟
の
対
象
と
な
る

（
商
法
一
一
六
六
条
五
項
・
二
六
七
条
）
。
ま
た
、
こ
の
責
任
を
履
行
し
た
取
締
役
は
、
悪
意
の
株
主
に
対
し
て
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
商
法
二
六
六
条
の
二
）
。

さ
ら
に
、
筆
者
に
と
一
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る
支
払
不
能
基
準
に
よ
っ
て
補
完
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
模
範
会
社
法
六
・
四
○
条
で
は
、
支
払
不
能
基
準
を
規
定
す
る
と

と
も
に
、
分
配
直
後
の
会
社
資
産
総
額
が
、
負
債
総
額
お
よ
び
残
余
財
産
分
配
優
先
株
式
に
支
払
う
べ
き
額
の
合
計
額
未
満
と
な
る
分

配
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
（
貸
借
対
照
表
基
準
）
。
こ
の
中
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
諸
州
で
採
用
さ
れ
て
い
る
衡
平
法
上
の
支
払
不
能

基
準
は
、
企
業
に
お
い
て
資
本
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
指
標
と
し
て
資
金
状
況
を
考
慮
し
、
会

社
が
支
払
不
能
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
配
当
支
払
に
よ
り
支
払
不
能
に
陥
る
よ
う
な
場
合
の
配
当
を
禁
ず
る
基
準
で
あ
る
。
こ
の
基
準

は
、
会
社
債
権
者
保
謹
の
観
点
か
ら
有
効
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
各
州
の
配
当
規
制
は
、
そ
の
禁
止
基
準
を
超
え
な
け
れ
ば
限
度
額
ま
で
配
当
（
上
限
）
し
て
も
よ
い

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
企
業
に
対
す
る
認
識
の
違
い
か
ら
よ
り
多
く
の
内
部
留
保
を
希
望
す
る
日
本
の
企
業
に
お
い
て
、
株
主
保
護
の

観
点
か
ら
、
あ
る
基
準
以
上
の
配
当
（
下
限
）
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
会
社
債
権
者
保
護
と
株
主
保
護
の
た
め
の
公
正
な

｛
北
工

利
益
配
当
に
対
す
る
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

公
正
な
利
益
配
当
を
行
う
た
め
に
は
、
合
理
的
な
内
部
留
保
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
任
意
積
立
金
の
あ
り
方
、
特
に
、
目
的
を
定

め
な
い
積
立
金
で
あ
る
別
途
租
立
金
や
繰
越
利
益
の
合
理
的
な
算
定
方
法
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
算
定
方
法
は
法
の

強
制
に
基
づ
か
な
い
、
会
社
が
自
治
的
に
定
款
ま
た
は
株
主
総
会
の
決
識
に
よ
り
柚
み
立
て
る
準
備
金
で
あ
っ
て
、
「
自
治
的
に
」
と
い

う
名
の
も
と
、
会
社
の
放
窓
に
流
さ
れ
る
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
横
並
び
安
定
配
当
政
策
を
と
っ
て
い
る
日
本
の
企
業
に

お
い
て
は
、
余
剰
利
益
を
別
途
積
立
金
や
繰
越
利
益
と
し
て
過
度
に
内
部
留
保
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
、
配
当
財
源
で
あ
る
配
当

（
■
山
」

可
能
利
益
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
改
正
に
お
い
て
、
資
本
の
部
は
資
本
と
資
本
剰
余
金
、
利
益
剰
余
金
に
区
分
さ
れ
、
利
益
剰
余
金
の
部
に
利
益
準
備
金
が
記

載
さ
れ
る
一
方
、
配
当
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
そ
の
他
資
本
剰
余
金
は
資
本
剰
余
金
の
部
に
記
載
さ
れ
、
さ
ら
に
保
有
す
る
自
己
株
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株
式
会
社
の
資
本
は
、
登
記
に
よ
り
公
示
さ
れ
貸
借
対
照
表
に
お
い
て
表
示
さ
れ
る
一
定
の
数
額
で
あ
り
、
会
社
債
権
者
に
対
す
る

担
保
額
を
意
味
し
、
配
当
可
能
利
益
算
定
に
お
け
る
控
除
項
目
と
し
て
機
能
す
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
い
て
も
、
表
示
資
本
は
配
当
規

制
の
基
準
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
取
締
役
が
無
額
面
株
式
の
払
込
資
本
を
表
示
資
本
と
資
本
剰
余
金
に
配
分
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
、
資
本
剰
余
金
か
ら
の
配
当
も
許
さ
れ
、
さ
ら
に
、
資
本
の
欠
損
が
あ
っ
て
も
当
期
利
益
が
あ
る
か
ぎ
り
配
当
が
で
き
（
一
［
一
一
一
一
「
『
｜
’
す
一
旦
三
－

号
且
）
、
減
資
手
続
が
簡
易
な
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
表
示
資
本
は
会
社
債
権
者
保
護
機
能
を
失
い
、
出
資
金
と
は
全
く
関
係
の
な
い
も
の

（
守
口
」

と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
模
範
会
社
法
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
会
社
法
を
は
じ
め
と
す
る
多
」
く
の
州
法
は
表
示
資
本
概
念
を
破

粟
し
た
。

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
意
義
と

の
表
示
資
本
の
法
的
機
能

１
資
本

資
本
は
、
配
当
規
制
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
会
社
債
権
者
保
護
の
た
め
に
、
会
社
に
確
保
す
べ
き
資
産
の
基
準
額
と
し
て
貸
借
対

照
表
の
資
本
の
部
に
記
載
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
平
成
一
三
年
お
よ
び
平
成
一
四
年
に
お
け
る
商
法
改
正
に
お
い

て
、
資
本
制
度
に
関
す
る
重
要
な
改
正
が
行
わ
れ
、
会
社
の
資
本
政
策
が
弾
力
化
さ
れ
、
そ
の
意
義
と
機
能
に
変
化
が
生
じ
て
き
て
い

る
。
そ
こ
で
、
そ
の
意
義
と
機
能
を
再
検
討
し
、
特
に
、
配
当
規
制
上
、
資
本
の
分
配
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

式
は
資
本
の
部
の
控
除
項
目
と
し
て
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
配
当
財
源
で
あ
る
配
当
可

［
冊
】

能
利
益
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
、
従
来
の
商
法
に
お
け
る
資
本
の
論
理
は
大
き
く
失
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

三
配
当
財
源
と
し
て
の
合
理
性
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わ
が
国
の
商
法
は
、
表
示
資
本
に
相
当
す
る
財
産
の
維
持
を
要
求
す
る
財
産
拘
束
機
能
と
、
配
当
可
能
利
益
算
定
に
あ
た
り
控
除
項

目
と
し
て
の
計
算
尺
度
機
能
を
併
せ
も
つ
会
社
債
権
者
保
護
機
能
を
資
本
に
求
め
て
い
る
。
資
本
の
法
律
上
の
意
味
は
、
会
社
の
目
的

一
汁
｜

の
た
め
に
そ
の
構
成
員
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ
、
か
つ
原
則
と
し
て
触
れ
ず
に
維
持
さ
れ
る
べ
き
金
額
で
あ
る
が
、
資
本
は
会
社
の
保
有

す
べ
き
純
財
産
の
基
準
と
し
て
の
一
定
額
で
あ
る
か
ら
、
個
々
の
資
産
や
営
業
用
財
産
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
あ
り
、
資
本
に
相

当
す
る
財
産
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
会
社
に
保
有
さ
れ
る
か
を
問
わ
な
い
抽
象
的
金
額
で
あ
る
。

会
社
財
産
は
、
景
気
変
動
や
経
営
成
績
な
ど
に
よ
り
常
に
影
響
を
受
け
可
変
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
営
業
活
動
の
基
礎
で
あ
り
、
会

社
償
権
者
の
共
同
担
保
を
な
し
て
い
る
関
係
上
、
少
な
く
と
も
最
小
限
度
の
財
産
は
常
に
保
有
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
資
本
の
金
額
が
多
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
会
社
債
権
者
保
護
の
た
め
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ

れ
は
会
社
の
財
産
状
態
や
支
払
能
力
を
表
す
と
は
限
ら
な
い
。

｜
方
、
株
主
有
限
責
任
の
原
則
に
よ
り
株
主
は
出
資
義
務
を
負
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
会
社
債
権
者
保
護
が
計
算
尺
度
と
し
て
の
資

本
に
結
び
つ
く
理
論
上
の
必
然
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
資
本
は
営
業
不
振
に
よ
り
会
社
財
産
が
減
少
す
る
こ
と
ま
で
阻
止

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
表
示
資
本
は
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
有
限
責
任
の
代
償
と
し
て
一
定
の
財
産
を
会
社
に
留
保
し
て
、

会
社
の
財
産
的
基
礎
の
弱
体
化
を
阻
止
す
る
機
能
と
し
て
の
配
当
阻
止
機
能
を
有
し
、
資
本
の
欠
損
や
憤
務
超
過
に
陥
ら
な
い
よ
う
に

す
る
警
告
機
能
も
有
す
る
と
い
え
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
会
社
財
産
が
資
本
額
未
満
と
な
る
こ
と
を
禁
止
す
る
配
当
規
制
で
あ
る
。

ま
た
、
資
本
は
、
株
主
の
エ
ク
イ
テ
イ
、
す
な
わ
ち
、
株
主
の
会
社
に
対
す
る
割
合
的
地
位
の
価
値
を
表
し
、
株
主
の
出
資
義
務
や
有

限
責
任
の
範
囲
を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
企
業
維
持
と
会
社
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
株
主
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
に
食
い

込
ん
だ
配
当
は
す
べ
き
で
は
な
く
、
他
に
多
く
の
機
能
を
資
本
に
負
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

確
か
に
、
会
計
制
度
な
い
し
会
社
の
財
務
内
容
の
評
価
方
法
と
そ
の
監
査
制
度
さ
ら
に
は
開
示
制
度
が
格
段
に
進
歩
し
た
現
在
、
一
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平
成
一
四
年
の
商
法
改
正
に
お
い
て
、
株
主
お
よ
び
会
社
債
権
者
の
保
護
の
た
め
の
資
本
減
少
手
続
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
資
本
減

少
に
は
、
事
業
縮
小
に
よ
り
資
本
が
過
剰
な
場
合
、
会
社
財
産
を
株
主
に
返
還
す
る
実
質
上
の
資
本
減
少
と
、
会
社
が
多
額
の
損
失
を

計
上
し
た
場
合
、
会
社
財
産
に
資
本
の
額
を
合
わ
せ
る
欠
損
填
補
に
よ
り
利
益
配
当
が
可
能
と
な
る
名
目
上
の
資
本
減
少
が
あ
る
。
資

本
の
減
少
は
、
栴
利
が
縮
減
す
る
可
能
性
の
あ
る
株
主
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
株
主
総
会
の
特
別
決
鍛
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
商
法
三
七
五
条
一
項
）
。
ま
た
、
会
社
財
産
を
唯
一
の
担
保
と
す
る
会
社
債
権
者
に
と
っ
て
も
担
保
の
減
少
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
る
か
ら
、
合
併
の
場
合
の
債
権
者
異
議
の
制
度
（
商
法
一
○
○
条
）
を
準
用
し
（
商
法
三
七
六
条
二
項
）
、
会
社
債
権
者
の
同

意
を
得
て
は
じ
め
て
資
本
減
少
の
効
力
が
生
ず
る
も
の
と
し
て
い
る
。

資
本
減
少
手
続
の
改
正
に
よ
り
、
つ
ぎ
の
事
項
に
つ
い
て
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
要
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
①
減
少
す
べ
き
資
本

の
額
、
②
株
主
に
払
い
戻
す
場
合
は
、
払
戻
し
に
要
す
る
金
額
、
③
株
式
の
消
却
を
す
る
場
合
は
、
消
却
す
べ
き
株
式
の
種
類
お
よ
び

数
、
消
却
の
方
法
な
ら
び
に
消
却
に
要
す
る
金
額
、
④
資
本
の
欠
損
填
補
に
充
て
る
場
合
は
、
填
補
に
充
て
る
べ
き
金
額
、
で
あ
る
。
株

主
に
払
戻
し
が
行
わ
れ
る
の
は
、
会
社
財
産
が
実
際
に
流
出
す
る
実
質
上
の
減
資
の
場
合
だ
け
で
あ
り
、
金
銭
の
払
戻
し
は
、
各
株
主

の
有
す
る
株
式
数
に
応
じ
て
な
さ
れ
、
自
己
株
式
に
つ
い
て
は
な
さ
れ
な
い
（
商
法
三
七
五
条
二
項
）
。

定
の
数
額
を
公
示
し
て
そ
れ
に
相
当
す
る
純
資
産
の
維
持
に
配
慮
す
る
画
一
的
規
制
と
し
て
資
本
制
度
の
意
義
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
例
と
し
て
、
金
融
機
関
の
財
務
の
健
全
性
が
資
本
制
度
と
は
異
質
の
自
己
資
本
規
制
比
率
に
よ
り
判
断
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
配
当

（
Ⅲ
、

規
制
は
資
産
負
憤
比
率
基
準
や
支
払
不
能
基
準
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
資
本
は
不
完
全

で
は
あ
る
が
、
そ
の
意
義
と
機
能
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
多
く
の
州
法
の
よ
う
に
表
示
資
本
概
念
を
破
棄
す
べ
き
も
の
で

で
は
あ
る
が
、
そ
一

は
な
い
と
考
え
る
。

の
資
本
の
分
配
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資
本
の
払
戻
し
は
、
こ
れ
ま
で
配
当
規
制
の
基
礎
を
な
し
た
資
本
維
持
機
能
を
支
援
す
る
商
法
上
の
措
置
が
相
当
程
度
段
損
し
、
払

・
Ⅱ
｜

込
資
本
自
体
の
維
持
さ
え
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
が
存
在
す
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
払
込
資
本
の
払
戻
し
を
無
条
件
で
許
容

す
る
こ
と
は
、
有
限
責
任
制
を
前
提
と
す
る
株
式
会
社
法
制
に
あ
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
払
戻
し
を
政
策
的
に
許
容
す

る
に
し
て
も
、
例
外
的
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
資
本
金
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
債
権
者
保
護
手
続
等
を
踏
め
ば
減
額
し
、
か
つ
、
そ
の
減
額
分
を
株
主
に
返
戻
す
る

・
旭
一

》
」
と
が
商
法
上
許
容
さ
れ
て
い
る
以
上
、
商
法
の
「
資
本
の
原
則
」
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
商
法
上
の
配
当
財
源
は
多

様
化
し
て
お
り
、
「
利
益
の
配
当
」
、
「
資
本
の
払
戻
し
」
、
「
法
定
準
備
金
の
払
戻
し
」
は
、
「
金
銭
等
の
社
外
流
出
処
分
。
剰
余
金
の
処

一
一
Ⅲ
｜

分
」
（
「
配
当
」
）
の
一
場
面
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
等
の
払
戻
し
の
性
質
は
、
資
本
と
利
益
の
区
別
の
原
則
か
ら
理
論

的
に
も
利
益
処
分
た
る
利
益
の
配
当
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
区
分
し
て
規
制
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

２
法
定
準
備
金

法
定
準
備
金
（
資
本
準
備
金
、
利
益
準
備
金
）
が
平
成
一
三
年
度
商
法
改
正
に
お
い
て
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
点
は
、
①
法
定

準
備
金
の
積
立
方
法
が
変
更
さ
れ
、
資
本
準
備
金
と
利
益
準
備
金
を
併
せ
て
資
本
の
四
分
の
一
ま
で
積
み
立
て
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ

た
。
ま
た
、
②
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
①
の
限
度
額
を
超
え
る
法
定
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
資
本
減
少
手
続
に
よ
れ
ば
、
そ
の
取
崩

額
を
配
当
可
能
利
益
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
従
来
の
考
え
方
を
大
き
く
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③

減
資
差
益
が
資
本
準
備
金
か
ら
削
除
さ
れ
、
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
と
な
り
配
当
可
能
利
益
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
平
成
一
四
年
度
に
お
い
て
再
び
改
正
さ
れ
、
株
主
総
会
で
は
、
①
減
少
す
べ
き
資
本
準
備
金
ま
た
は
利
益
準
備
金
の
額
、
②

株
主
に
払
戻
し
を
な
す
場
合
に
は
、
払
戻
し
に
要
す
べ
き
金
額
、
③
資
本
の
欠
損
填
補
に
充
て
る
場
合
に
は
、
填
補
に
当
て
る
べ
き
金
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額
を
決
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
（
商
法
二
八
九
条
二
項
）
。
こ
の
改
正
に
よ
り
法
定
準
備
金
の
株
主
へ
の
払
戻
し
が
可

能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
②
と
③
の
合
計
額
が
①
を
超
え
る
こ
と
は
で
き
ず
（
商
法
二
八
九
条
三
項
）
、
②
の
払
戻
し
は
各

株
主
の
持
株
数
に
応
じ
て
な
さ
れ
、
自
己
株
式
は
払
戻
し
を
受
け
な
い
（
商
法
二
八
九
条
四
項
・
三
七
五
条
二
項
）
。
そ
こ
で
、
配
当
規

制
に
お
け
る
法
定
準
備
金
の
配
当
財
源
と
し
て
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

の
法
定
準
備
金
の
法
的
意
義

資
本
制
度
に
お
け
る
法
定
準
備
金
は
法
定
資
本
と
同
じ
く
計
算
上
の
数
類
で
あ
り
、
会
社
財
産
の
流
出
を
抑
制
し
、
会
社
債
権
者
保

護
の
観
点
か
ら
会
社
に
確
保
す
べ
き
資
産
の
基
準
額
と
し
て
計
上
を
強
制
さ
れ
、
そ
れ
に
相
当
す
る
財
産
が
い
か
な
る
形
で
保
有
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い
。
さ
ら
に
、
商
法
に
よ
り
法
定
準
備
金
は
、
利
益
準
備
金
と
資
本
準
備
金
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
企
業
会
計
原
則
に
お
い
て
、
利
益
剰
余
金
と
資
本
剰
余
金
に
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
法
定
準
備
金
は
、
従
来
か
ら
資
本
の
欠
損
填
補
お
よ
び
資
本
組
入
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
商
法
二
八
九
条
一
項
）
。
法

定
準
備
金
の
取
崩
し
に
よ
る
資
本
の
欠
損
填
補
は
株
主
総
会
（
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
取
締
役
会
）
の
決
議
を
要
す
る
（
商

法
二
八
一
条
一
項
四
号
。
一
一
八
一
一
一
条
一
項
）
が
、
法
定
準
備
金
の
資
本
組
入
を
と
も
な
う
株
式
分
割
（
無
償
交
付
）
は
、
会
社
債
権
者

の
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
の
で
取
締
役
会
決
議
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
（
商
法
二
九
三
条
の
三
）
。
な
お
、
改
正
に
よ
り
欠

損
填
補
の
た
め
の
利
益
準
備
金
を
先
に
取
崩
す
べ
し
と
す
る
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
れ
は
利
益
準
備
金
と
資
本
準
備
金
の
区
別
が
な

く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

会
社
が
毎
決
算
期
の
利
益
を
財
源
と
し
て
積
み
立
て
た
利
益
準
備
金
は
、
資
本
準
備
金
の
額
と
併
せ
て
資
本
の
四
分
の
一
に
達
す
る

ま
で
、
毎
決
算
期
に
利
益
処
分
と
し
て
支
出
す
る
金
額
（
配
当
金
お
よ
び
役
員
賞
与
金
）
の
一
○
分
の
一
以
上
を
、
中
間
配
当
を
行
う

と
き
は
そ
の
分
配
額
の
一
○
分
の
一
を
積
み
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
商
法
二
八
八
条
）
。
こ
の
よ
う
に
利
益
準
備
金
の
積
立
に
歯
止
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め
を
設
け
た
理
由
は
、
利
益
拘
束
を
無
限
に
拡
大
す
る
こ
と
は
株
主
の
利
益
配
当
請
求
権
を
侵
害
し
、
株
主
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
か

一
Ｍ
｝

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
資
本
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
積
立
限
度
が
な
く
無
制
限
に
槙
み
立
て
ら
れ
る
の
に
対
し
、
利
益
準
備
金
に
つ
い
て

は
、
前
述
の
限
度
額
以
上
は
積
立
を
要
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
両
者
の
本
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

利
益
準
備
金
の
立
法
理
由
は
、
資
本
の
欠
損
填
補
と
利
益
配
当
の
維
持
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
期
に
お
い
て
欠
損
が
生
じ
当

期
に
利
益
が
生
じ
て
い
て
も
、
欠
損
を
填
補
し
な
い
か
ぎ
り
あ
る
い
は
減
資
手
続
を
と
ら
な
い
か
ぎ
り
利
益
配
当
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
い
。
利
益
準
備
金
は
、
平
常
時
そ
の
利
益
の
一
部
を
留
保
し
て
他
日
の
損
失
に
備
え
る
と
と
も
に
、
利
益
配
当
を
安
定
的
に
維
持
し

て
い
く
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
株
主
に
も
欠
損
填
補
と
い
う
会
社
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
株
主
の
犠
牲
に
お
い

《
眠
》

て
債
権
者
の
保
護
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
損
益
取
引
と
は
無
関
係
な
資
本
取
引
に
基
づ
く
剰
余
金
（
利
益
以
外
の
財
源
）
を
源
泉
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
拘
束
が
要
求

さ
れ
積
み
立
て
ら
れ
る
資
本
準
備
金
に
は
、
払
込
剰
余
金
（
株
式
の
発
行
価
額
の
う
ち
資
本
に
組
み
入
れ
な
い
部
分
の
金
額
）
、
株
式
交

換
差
益
（
株
式
交
換
の
場
合
の
資
本
増
加
の
限
度
額
が
、
完
全
親
会
社
の
増
加
し
た
資
本
の
額
を
超
え
る
と
き
の
そ
の
超
過
額
）
、
株
式

移
転
差
益
（
株
式
移
転
の
場
合
の
資
本
の
限
度
額
が
、
設
立
し
た
完
全
親
会
社
の
資
本
の
額
を
超
え
る
と
き
の
そ
の
超
過
額
）
、
新
設
分

割
差
益
（
新
設
分
割
の
場
合
の
資
本
の
限
度
額
が
、
分
割
に
よ
り
設
立
し
た
会
社
の
資
本
の
額
を
超
え
る
と
き
の
そ
の
超
過
額
）
、
吸
収

分
割
差
益
（
吸
収
分
割
の
場
合
の
資
本
増
加
の
限
度
額
が
、
分
割
に
よ
り
営
業
を
承
継
し
た
会
社
の
増
加
し
た
資
本
の
額
を
超
え
る
と

き
の
そ
の
超
過
額
）
、
合
併
差
益
（
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
解
散
会
社
か
ら
承
継
し
た
財
産
の
価
額
が
、
そ
の
会
社
か
ら
承
継
し
た
債
務

の
額
お
よ
び
そ
の
会
社
の
株
主
に
支
払
っ
た
合
併
交
付
金
、
な
ら
び
に
吸
収
合
併
後
の
存
続
会
社
の
増
加
し
た
資
本
の
額
ま
た
は
新
設

合
併
に
よ
り
設
立
し
た
会
社
の
資
本
の
額
を
超
え
る
と
き
の
超
過
額
）
の
六
種
類
が
あ
る
（
商
法
二
八
八
条
の
二
第
一
項
）
。

資
本
準
備
金
に
は
、
利
益
準
備
金
の
よ
う
な
積
立
の
限
度
お
よ
び
積
立
率
の
規
定
は
な
く
、
法
定
の
源
泉
に
該
当
す
る
資
本
剰
余
金
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が
発
生
す
れ
ば
そ
の
金
額
が
積
み
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
広
義
の
払
込
資
本
ま
た
は
資
本
修
正
に
由
来

す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
積
立
の
時
期
は
、
資
本
準
備
金
と
な
る
べ
き
資
本
剰
余
金
の
発
生
の
都
度
で
あ
る
。
株
主
総
会
の
決
議

（
舐
』

に
よ
り
積
み
立
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
株
主
総
会
の
承
認
に
よ
り
》
」
の
積
立
の
適
法
性
の
確
認
を
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

資
本
準
備
金
が
、
法
定
資
本
と
同
じ
く
実
質
資
本
に
属
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
離
す
る
こ
と
を
認
め
る
の
は
、
資
本
の
欠
損
填
補

の
た
め
の
減
資
手
続
と
資
本
準
備
金
の
取
崩
手
続
に
難
易
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
取
崩
を
法
定
資
本
よ
り
緩
和
し
、
資
本
の
欠
損
填

補
の
た
め
の
弾
力
的
運
用
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
資
本
準
備
金
に
期
待
し
て
い
る
機
能
は
、
後
日
に

お
け
る
資
本
組
入
に
よ
る
新
株
の
無
償
交
付
ま
た
は
利
益
配
当
お
よ
び
自
己
株
式
取
得
の
た
め
の
原
資
確
保
機
能
で
あ
り
、
｜
定
の
株

価
、
配
当
率
を
維
持
し
た
い
経
済
界
の
要
求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
欠
損
填
補
に
あ
た
っ
て
の
バ
ッ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
機
能
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
資
本
準
備
金
の
存
在
意
義
を
積
極
的
に
理
由

づ
け
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
資
本
準
備
金
も
会
社
債
権
者
保
護
の
目
的
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
法
定
資
本
か
ら
分
離
し

二
面
）

て
欠
損
填
補
に
備
え
る
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
全
部
を
法
定
資
本
た
ら
し
め
る
方
が
一
層
目
的
に
か
な
う
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
会
社
債

梅
者
保
護
の
た
め
に
準
備
金
を
拘
束
す
る
こ
と
は
、
利
益
率
備
金
の
説
明
に
は
な
っ
て
も
資
本
準
備
金
の
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
発
行

対
価
の
一
部
を
資
本
準
備
金
と
し
容
易
に
取
崩
を
認
め
る
こ
と
は
、
会
社
債
権
者
に
と
っ
て
不
利
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
債
権
者
保
護

一
Ｍ
）

の
た
め
な
ら
法
定
資
本
は
よ
り
多
い
ほ
ど
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
諸
外
国
と
比
較
し
て
も
日
本
企
業
の
資
本
が
大
き
す
ぎ
る
と
は

一
Ｗ
』

決
し
て
い
え
な
い
。
も
と
も
と
資
本
準
備
金
は
原
則
と
し
て
全
額
が
資
本
に
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
本
準
備
金
を
資
本
欠
損
填
補
の
た
め
に
取
崩
し
、
利
益
配
当
を
維
持
し
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
は
株
主
保
護
機
能
を

有
し
、
減
資
手
続
に
よ
り
盗
本
の
欠
損
填
補
を
行
っ
て
も
株
主
保
護
機
能
は
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
り
、
法
定
資
本
と
資
本
準
備
金
を
分

離
し
な
い
で
全
部
を
法
定
資
本
と
し
て
も
、
株
主
や
会
社
債
権
者
に
不
利
益
は
生
じ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
資
本
準
備
金
に
よ
る
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商
法
改
正
に
よ
り
、
株
主
総
会
の
普
通
決
議
お
よ
び
債
権
者
保
護
手
続
を
要
件
と
し
て
、
資
本
準
備
金
お
よ
び
利
益
準
備
金
の
合
計

額
か
ら
資
本
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
資
本
準
備
金
ま
た
は
利
益
準
備
金
を
減
少
す
る
こ
と
が
で

き
（
商
法
二
八
九
条
一
一
項
・
’
一
一
項
）
、
減
少
分
は
、
株
主
に
対
す
る
金
銭
の
払
戻
し
原
資
と
な
る
か
配
当
可
能
利
益
に
算
入
さ
れ
る
。
な

お
、
自
己
株
式
の
買
受
を
決
議
す
る
定
時
総
会
に
お
い
て
、
同
時
に
資
本
の
減
少
ま
た
は
法
定
準
備
金
の
減
少
を
決
議
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ら
の
減
少
額
は
自
己
株
式
の
買
受
財
源
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
商
法
二
一
○
条
四
項
）
。

つ
ま
り
、
法
定
準
備
金
減
少
の
決
議
に
お
い
て
株
主
に
分
配
す
る
旨
を
定
め
て
お
け
ば
、
債
権
者
保
護
手
続
を
履
行
し
た
後
に
分
配

す
る
こ
と
が
で
き
（
実
質
上
の
減
資
手
続
と
同
じ
）
、
当
該
決
議
に
お
い
て
そ
れ
を
定
め
て
い
な
け
れ
ば
、
債
権
者
保
護
手
続
を
履
行
し

た
後
に
定
時
総
会
に
お
け
る
利
益
処
分
手
続
を
経
た
上
で
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
利
益
配
当
手
続
と
同
じ
）
。
ま
た
、
定
時
総
会
決

欠
損
填
補
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
迅
速
に
容
易
に
欠
損
填
補
を
行
う
こ
と
は
有
意
義
で
は
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
会
社
債
権
者
の

（
江
｝

関
与
を
排
除
し
て
行
う
こ
と
は
、
会
社
財
産
を
唯
一
の
担
保
と
す
る
会
社
債
権
者
の
利
益
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
債
権
者
保
護
手
続
を
必
要
と
す
る
減
資
手
続
に
よ
り
厳
重
に
欠
損
填
補
を
行
う
た
め
に
も
、
資
本
準
備
金
を
分
離
し
な
い
で

全
部
法
定
資
本
と
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
法
定
準
備
金
は
、
資
本
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
定
準
備
金
を
資
本
に
振
り
替
え
て
、
株
式

分
割
の
規
定
に
基
づ
き
新
株
を
発
行
し
株
主
に
無
償
交
付
す
る
も
の
で
あ
り
、
株
数
は
増
加
す
る
が
株
主
の
資
産
に
対
す
る
持
分
も
会

社
資
産
も
変
わ
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
法
定
準
備
金
を
資
本
に
振
り
替
え
て
も
株
主
や
債
権
者
の
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

改
正
に
よ
り
、
法
定
準
備
金
の
一
部
分
配
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
配
当
不
能
財
源
か
ら
配
当
可
能
財
源
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

法
定
準
備
金
制
度
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

の
法
定
準
備
金
の
分
配
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識
で
定
め
る
自
己
株
式
の
取
得
価
額
の
総
額
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
法
定
準
備
金
減
少
決
議
後
最
初
の
定
時
総
会
前
に
行

う
自
己
株
式
買
受
の
原
資
と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

従
来
、
法
定
準
備
金
は
、
資
本
の
欠
損
填
補
ま
た
は
資
本
組
入
以
外
は
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
商
法
改
正
に
よ
り
、
資

本
の
四
分
の
一
相
当
額
の
法
定
準
備
金
を
残
し
て
お
け
ば
、
残
り
は
利
益
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
利

益
準
備
金
と
資
本
準
備
金
の
い
ず
れ
か
ら
先
に
配
当
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
も
と
も
と
、
配
当
不
能
財
源
で
あ
る
法
定
準
備
金
を
配

当
財
源
と
す
る
こ
と
は
、
本
来
の
債
権
者
保
護
機
能
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
納
得
し
が
た
い
が
、
利
益
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
損

益
取
引
か
ら
発
生
し
た
利
益
の
留
保
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
益
配
当
し
た
と
し
て
も
そ
の
性
格
か
ら
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
資
本
取
引
か
ら
生
じ
た
資
本
準
備
金
に
つ
い
て
は
、
企
業
活
動
の
元
手
で
あ
り
維
持
拘
束
性
を
特
質
と
す
る
資
本
の
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
商
法
に
お
け
る
配
当
規
制
は
、
損
益
取
引
か
ら
生
じ
た
留
保
利
益
か
ら
の
利
益
処
分
と
し
て
利
益
配
当
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
本
取
引
を
源
泉
と
す
る
も
の
を
利
益
配
当
の
財
源
と
す
る
こ
と
は
、
債
権
者
保
護

手
続
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
資
本
取
引
と
損
益
取
引
を
峻
別
し
、
資
本
と
利
益
を
区
分
す
る
原
則
に
混
乱
を
き
た
し
、
商
法
に
お
け

｛
皿
一

る
配
当
規
制
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
｝
」
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
資
本
準
備
金
の
分
配
を
資
本
の
払
戻
し
と
し
、
利
益
配

当
と
区
分
す
る
の
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。

ま
た
、
改
正
法
は
、
過
去
の
株
主
の
払
込
資
本
で
あ
る
減
資
差
益
を
資
本
準
備
金
に
組
み
入
れ
な
い
も
の
と
し
、
資
本
の
部
の
資
本

剰
余
金
の
区
分
に
お
け
る
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
項
目
に
計
上
し
、
配
当
原
資
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
取
得

し
た
自
己
株
式
の
取
得
原
価
を
も
っ
て
資
本
の
部
か
ら
控
除
し
、
期
末
に
保
有
す
る
自
己
株
式
は
、
資
本
の
部
の
末
尾
に
自
己
株
式
と

し
て
一
括
し
て
控
除
す
る
形
式
で
表
示
す
る
。
従
来
か
ら
会
計
学
上
の
通
説
で
は
、
自
己
株
式
の
取
得
は
、
資
本
の
払
戻
し
つ
ま
り
実

質
上
の
減
資
で
あ
り
、
そ
の
取
引
は
資
本
取
引
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
資
本
の
控
除
と
し
て
処
理
さ
れ
、
自
己
株
式
の
処
分
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商
法
改
正
に
よ
り
、
法
定
準
備
金
減
少
決
議
を
行
っ
た
後
、
減
少
し
た
法
定
準
備
金
を
原
資
と
し
て
利
益
配
当
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
課
税
上
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。
現
行
の
法
人
税
法
の
規
定
か
ら
す
る
と
、
資
本
準
備
金
を
減
少
さ
せ
た
場
合
で
あ
っ
て
も

資
本
積
立
金
（
法
人
税
法
二
条
一
七
号
）
の
減
少
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
減
少
し
た
法
定
準
備
金
が
利
益
準
備
金
で
あ
ろ
う

と
資
本
準
備
金
で
あ
ろ
う
と
、
配
当
を
し
た
会
社
は
全
額
を
利
益
積
立
金
か
ら
減
算
す
る
こ
と
に
な
り
（
法
人
税
法
二
条
一
八
号
チ
）
、

利
益
を
払
込
資
本
の
運
用
成
果
と
み
る
企
業
会
計
の
立
場
か
ら
は
、
減
資
差
益
や
資
本
準
備
金
取
崩
額
お
よ
び
自
己
株
式
処
分
益
を

配
当
可
能
利
益
に
含
め
利
益
配
当
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
資
本
の
払
戻
し
と
利
益
の
配
当
を
混
同
す
る
と
、
株
主
の
出
資
義
務
や

一
郵
一

有
限
責
任
の
範
囲
あ
る
い
は
会
社
の
過
去
の
業
繍
が
不
明
確
に
な
り
、
企
業
会
計
の
利
害
調
整
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
｝
」

の
よ
う
な
改
正
は
、
実
務
の
要
謂
に
よ
り
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
行
わ
れ
、
銀
行
の
配
当
原
資
の
確
保
の
た
め
に
の
み
行
わ
れ
た
と
す

れ
ば
、
結
局
一
時
し
の
ぎ
に
過
ぎ
ず
、
い
ず
れ
は
そ
の
原
資
す
べ
て
が
枯
渇
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
え
っ
て
将
来
に
問
題
を
先
送
り
し

一
測
一

深
刻
な
も
の
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

結
局
、
商
法
改
正
に
よ
り
資
本
の
払
戻
し
や
利
益
の
配
当
お
よ
び
自
己
株
式
の
買
受
財
源
が
、
従
来
の
配
当
規
制
に
よ
り
一
括
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
計
算
書
類
上
も
払
込
資
本
と
留
保
利
益
の
区
別
を
前
提
と
し
、
資
本
の
部
内
部
で
の

振
替
が
行
わ
れ
て
も
混
乱
が
生
じ
な
い
。
あ
る
い
は
、
払
込
資
本
の
払
戻
し
と
留
保
利
益
の
分
配
の
混
同
が
な
い
よ
う
明
確
に
区
分
開

示
し
た
規
制
の
検
討
が
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(3)

は
新
株
発
行
と
同
様
の
手
続
に
よ
る
旨
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
処
分
に
基
づ
く
自
己
株
式
処
分
益
は
、
そ
の
他
資
本
剰
余
金

に
計
上
さ
れ
、
配
当
可
能
利
益
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
形
式
は
資
本
取
引
で
あ
る
が
実
体
は
損
益
取
引
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と

←
卿
←

に
な
っ
た
。

税
務
上
の
取
扱
い
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場
合
に
よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
利
益
積
立
金
も
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
利
益
配
当
（
中
間
配
当
を
含
む
）
を
受
け
取
っ
た
株

主
は
、
全
額
を
受
取
配
当
と
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
法
人
税
法
二
一
一
一
条
一
項
一
号
、
所
得
税
法
一
一
四
条
一
項
）
。
本
来
、
資
本

準
備
金
を
減
少
し
て
配
当
原
資
と
し
た
場
合
に
は
出
資
の
払
戻
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
資
本
積
立
金
を
減
算
す
る
と
い
う
規
定
が
な
い

と
い
う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
商
法
上
、
法
定
準
備
金
を
取
り
崩
し
て
分
配
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
以
上
は
、
税
法
上
も
資

一
湖

本
頓
立
金
の
払
戻
し
と
し
て
処
理
で
き
る
立
法
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
法
定
準
備
金
の
減
少
決
議
と
あ
わ
せ
て
株
主
に
金
銭
を
払
い
戻
し
た
場
合
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。
法
定
準
備
金
の
減
少

手
続
が
資
本
減
少
手
続
に
準
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
償
減
資
に
準
じ
た
取
扱
い
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
有
償
減
資
を
行
っ
た
場

合
に
は
、
払
い
戻
さ
れ
た
額
の
純
資
産
額
に
対
す
る
割
合
を
資
本
等
の
金
額
（
資
本
と
資
本
積
立
金
の
合
計
額
）
に
乗
じ
た
額
を
資
本

積
立
金
か
ら
減
算
さ
せ
（
法
人
税
法
二
条
一
七
号
ソ
）
、
株
主
に
払
い
戻
し
た
金
額
が
こ
の
金
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
超
過
額
を
利

益
積
立
金
か
ら
減
算
さ
せ
る
（
法
人
税
法
二
条
一
八
号
ヌ
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
銭
の
払
戻
し
を
受
け
た
株
主
は
、
利
益
積
立
金
の
減

算
分
を
配
当
と
し
て
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
減
少
し
た
法
定
準
備
金
を
原
資
と
し
て
利
益
配
当
と
す
る
の
か
、
金

銭
の
払
戻
し
と
す
る
の
か
に
よ
り
株
主
の
課
税
が
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
是
正
措
置
を
識
ず
る
必
要
が
あ
る
。

３
繰
延
資
産

繰
延
資
産
は
、
支
出
し
た
費
用
の
効
果
が
次
期
以
降
に
継
続
す
る
の
で
、
費
用
と
収
益
を
対
応
さ
せ
て
期
間
損
益
計
算
を
適
正
に
行

う
た
め
に
、
次
期
以
降
に
属
す
る
費
用
の
額
を
資
産
と
し
て
計
上
し
、
費
用
収
益
対
応
の
原
則
に
基
づ
き
、
将
来
の
収
益
に
対
応
さ
せ

る
た
め
に
漸
次
償
却
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
繰
延
資
産
は
費
用
の
繰
延
の
た
め
の
会
計
処
理
上
の
資
産
で
あ
り
、
現

金
の
流
出
入
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
が
、
支
出
し
た
費
用
を
次
期
以
降
の
負
担
と
す
る
た
め
利
益
は
平
準
化
さ
れ
る
．
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し
か
し
、
繰
延
資
産
を
無
制
限
に
認
め
る
と
会
社
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
商
法
施
行
規
則
に
よ
り
創
立
費

（
同
三
五
条
）
、
開
業
準
備
費
（
同
三
六
条
）
、
試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
（
同
三
七
条
）
、
新
株
発
行
費
（
同
三
八
条
）
、
社
債
発
行
費

（
同
三
九
条
）
、
社
債
発
行
差
金
（
同
四
○
条
）
、
建
設
利
息
（
同
四
一
条
）
を
限
定
的
に
定
め
、
法
定
期
間
内
に
均
等
額
以
上
の
償
却
を

求
め
、
開
業
準
備
費
、
試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
に
つ
い
て
は
配
当
制
限
を
課
し
て
い
る
（
同
一
二
四
条
一
項
・
’
二
五
条
一
項
）
。

開
業
準
備
費
、
試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
は
、
そ
れ
ら
の
性
質
上
不
確
実
な
う
え
金
額
も
大
き
く
、
そ
の
不
当
な
計
上
に
よ
り
虚

偽
の
配
当
可
能
利
益
を
生
み
出
し
て
、
会
社
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
危
険
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
考
慮
に
よ
り
、
開
業
準
備
費
、
試

験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
は
繰
延
資
産
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
が
、
配
当
可
能
利
益
の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
繰
延

資
産
の
合
計
額
に
見
合
う
法
定
準
備
金
が
存
す
る
限
度
に
お
い
て
の
み
、
資
産
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

｜
Ｎ

財
産
的
裏
づ
け
が
な
く
て
も
、
法
定
準
備
金
に
見
合
う
部
分
は
配
当
可
能
資
産
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
繰
延
資
産
は
換
価
性
に
問
題
の
あ
る
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
、
す
べ
て
が
収
益
力
に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
も
疑
問
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
繰
延
資
産
に
計
上
し
て
も
、
原
則
と
し
て
五
年
以
内
の
早
期
の
均
等
額
以
上
の
償
却
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
商
法
施
行
規

則
三
五
条
～
三
九
条
）
。
し
か
し
、
全
く
繰
延
資
産
を
否
定
す
る
こ
と
も
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
、
結
局
、
開
業
準
備
費
、

試
験
研
究
費
お
よ
び
開
発
費
に
つ
い
て
の
み
妥
協
案
と
し
て
配
当
制
限
が
立
法
さ
れ
た
。

し
か
し
、
商
法
の
配
当
規
制
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
を
配
当
財
源
と
し
て
許
容
し
て
き
た
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
身
の
資

産
性
に
疑
問
の
あ
る
繰
延
資
産
は
、
将
来
の
収
益
に
対
応
さ
せ
て
費
用
化
さ
せ
る
た
め
の
会
計
処
理
上
の
繰
延
勘
定
で
あ
り
、
配
当
規

制
に
お
い
て
は
、
繰
延
資
産
を
減
価
償
却
を
伴
う
有
形
・
無
形
の
換
価
可
能
性
の
あ
る
資
産
や
回
収
可
能
性
の
あ
る
債
権
と
同
じ
よ
う
に

取
り
扱
う
べ
き
で
は
な
く
、
会
社
債
権
者
保
護
お
よ
び
健
全
な
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
、
配
当
財
源
と
し
て
分
配
し
て
は
な
ら
な
い
と

規
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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現
行
商
法
に
お
い
て
、
繰
延
税
金
資
産
は
、
資
産
と
し
て
配
当
可
能
利
益
に
算
入
さ
れ
て
い
る
。
繰
延
税
金
資
産
の
資
産
性
に
つ
い

て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
て
、
配
当
財
源
と
し
て
配
当
可
能
利
益
に
無
条
件
で
算
入
し
て
も
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
す
な
わ
ち
、
繰
延

税
金
資
産
が
、
商
法
上
の
資
産
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。

繰
延
税
金
資
産
と
は
、
た
と
え
ば
、
企
業
は
取
引
先
の
貸
倒
れ
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
貸
倒
引
当
金
を
損
失
と
し
て
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
一
定
割
合
以
上
計
上
し
た
場
合
に
は
、
税
務
認
定
上
損
金
と
は
な
ら
ず
税
金
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
取

引
先
の
貸
倒
れ
に
よ
り
実
際
に
損
失
が
出
た
場
合
に
は
還
付
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
追
徴
税
額
を
貸
借
対
照
表
に
資
産
と
し
て
計
上

さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
繰
延
税
金
資
産
の
性
質
は
、
国
税
当
局
に
対
す
る
企
業
の
将
来
の
税
金
還
付
請
求
権
を
表
す
も
の

（
期
》

で
あ
り
、
貸
借
対
照
表
の
流
動
資
産
の
部
ま
た
は
投
資
そ
の
他
の
資
産
の
部
に
表
示
さ
れ
（
商
法
施
行
規
則
六
○
条
・
一
ハ
九
条
）
、
損
益

計
算
書
に
お
い
て
は
、
法
人
税
、
住
民
税
お
よ
び
事
業
税
の
次
に
、
こ
れ
ら
か
ら
控
除
す
べ
き
法
人
税
等
調
整
額
と
し
て
表
示
さ
れ
る

（
商
法
施
行
規
則
一
○
○
条
二
項
）
。

た
だ
し
、
実
務
上
、
大
企
業
の
決
算
に
お
い
て
巨
額
の
赤
字
が
計
上
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
繰
延
税
金
資
産
も
こ
れ
に
伴
い
巨
額
に

上
っ
て
い
る
。
商
法
二
九
○
条
の
配
当
可
能
利
益
に
繰
延
税
金
資
産
が
算
入
さ
れ
る
と
配
当
可
能
利
益
も
巨
額
に
な
る
が
、
実
態
は
巨

一
型
』

額
の
損
失
で
あ
っ
た
り
、
将
来
の
税
金
の
還
付
期
待
権
と
い
う
の
で
は
配
当
に
ま
わ
す
の
が
鶴
踏
さ
れ
る
。

し
か
し
、
繰
延
税
金
資
産
に
は
、
次
の
よ
う
な
資
産
と
し
て
の
特
質
が
あ
り
、
資
産
概
念
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
（
イ
）
繰
延
税
金

資
産
は
、
財
務
会
計
と
税
務
会
計
と
の
相
違
に
よ
る
将
来
減
算
一
時
差
異
お
よ
び
税
務
欠
損
金
の
発
生
と
い
う
過
去
の
事
象
の
結
果
と

し
て
生
じ
る
。
（
ロ
）
繰
延
税
金
資
産
は
、
特
定
の
企
業
が
支
配
し
て
い
る
項
目
で
あ
る
。
（
Ｏ
繰
延
税
金
資
産
は
、
将
来
に
お
い
て

租
税
支
出
と
い
う
現
金
流
出
額
を
減
少
さ
せ
る
可
能
性
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
現
金
流
出
の
減
少
に
貢
献
す
る
潜
在
能
力
を
も
つ
こ
と
に

４
繰
延
税
金
資
産
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商
法
に
お
い
て
は
、
市
場
価
格
の
あ
る
金
銭
債
権
（
商
法
施
行
規
則
三
○
条
三
項
）
・
市
場
価
格
の
あ
る
社
債
等
（
商
法
施
行
規
則
三

一
条
二
項
）
・
子
会
社
株
式
以
外
の
市
場
価
格
の
あ
る
株
式
等
（
商
法
施
行
規
則
三
二
条
二
項
）
に
つ
い
て
は
時
価
を
付
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
、
市
場
性
の
有
無
に
よ
り
時
価
を
付
す
べ
き
か
否
か
を
区
別
し
て
い
る
が
、
「
金
融
商
品
に
係
る
会
計
基
準
」
（
企
業

会
計
審
議
会
）
で
は
、
①
売
買
目
的
有
価
証
券
、
②
満
期
保
有
目
的
の
債
券
、
③
子
会
社
株
式
お
よ
び
関
連
会
社
株
式
、
④
そ
の
他
の

有
価
証
券
に
分
類
し
て
評
価
基
準
を
規
定
し
て
い
る
。

５
未
実
現
評
価
益

商
法
に
お
い
て
、
一
部
の
資
産
に
時
価
基
準
を
導
入
す
る
改
正
が
な
さ
れ
（
平
成
一
二
年
四
月
一
日
施
行
）
、
さ
ら
に
、
税
法
に
お
い

て
も
、
平
成
一
二
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
一
部
の
有
価
証
券
の
評
価
方
法
に
時
価
法
が
採
用
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
時
価
主
義
導
入

に
伴
い
、
配
当
財
源
と
し
て
の
資
産
評
価
益
に
対
す
る
配
当
規
制
と
課
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

の
配
当
財
源
と
し
て
の
可
否

｛
抑
）

よ
り
、
結
果
的
に
経
済
的
便
益
を
企
業
に
も
た
脾
つ
す
可
能
性
の
あ
る
資
産
で
あ
る
。

問
題
な
の
は
、
繰
延
税
金
賢
産
の
将
来
に
お
け
る
回
収
可
能
性
で
あ
る
。
繰
延
税
金
資
産
は
、
貸
倒
引
当
金
や
退
職
給
与
引
当
金
等

の
損
金
算
入
限
度
超
過
額
、
棚
卸
資
産
の
評
価
損
な
ど
が
生
じ
る
場
合
に
計
上
さ
れ
る
が
、
特
に
、
不
良
債
権
の
有
税
償
却
や
退
職
給

与
引
当
金
の
有
税
引
当
は
多
額
に
上
る
可
能
性
が
あ
り
、
繰
延
税
金
資
産
の
将
来
の
回
収
見
込
に
つ
い
て
も
不
確
定
要
素
が
あ
る
た
め

慎
重
な
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
繰
延
税
金
資
産
の
算
出
根
拠
の
開
示
と
、
そ
の
回
収
可
能
性
に
つ
い
て
監
査
役
（
委
員
会

等
設
置
会
社
お
い
て
は
監
査
委
員
会
）
お
よ
び
会
計
監
査
人
に
よ
り
毎
期
見
直
し
監
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
配
当
可
能
財
源

と
し
て
容
認
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、
条
件
付
で
は
あ
る
が
配
当
規
制
を
行
う
必
要
が
な
い
も
の
と
考
え
る
。
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時
価
基
準
の
導
入
は
企
業
の
実
態
を
表
す
と
と
も
に
、
含
み
益
を
実
現
す
る
た
め
に
資
産
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
る
経
営
の
弱
体
化

を
招
く
こ
と
も
な
く
、
財
務
内
容
の
健
全
化
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。
特
に
市
場
価
格
の
変
動
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
資

産
を
時
価
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
リ
ス
ク
の
大
き
さ
や
経
営
の
健
全
性
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
面
に
お
い
て

｛
肥
｝

〈
ロ
理
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
価
基
準
の
導
入
に
伴
い
生
ず
る
未
実
現
評
価
益
の
配
当
財
源
性
が
問
題
と
な
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て

は
、
未
実
現
損
益
で
あ
る
こ
と
の
み
を
も
っ
て
配
当
可
能
利
益
計
算
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
明
示
的
に
禁
止
し
て
い
る
も
の
は
な
く
、
大

－
Ｊ
》

部
分
の
州
が
時
価
基
準
に
よ
る
未
実
現
利
益
か
ら
の
配
当
を
一
般
に
認
め
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
未
実
現
評
価
益
は
、
資
本
の
部
の
土
地
再
評
価
差
額
金
の
部
お
よ
び
株
式
等
評
価
差
額
金
の
部
に
計
上
が
認

評
価
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

売
買
目
的
有
価
証
券
と
は
、
時
価
の
変
動
に
よ
り
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
保
有
す
る
有
価
証
券
で
あ
り
、
こ
の
評
価
は
時

価
基
準
で
あ
る
。
ま
た
、
満
期
保
有
目
的
の
債
券
と
は
、
売
買
目
的
を
有
せ
ず
、
企
業
が
満
期
ま
で
保
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
社
債
そ
の
他
の
債
券
で
あ
り
、
取
得
原
価
で
評
価
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
子
会
社
株
式
お
よ
び
関
連
会
社
株
式
も
、
取

得
原
価
を
も
っ
て
評
価
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
有
価
証
券
と
は
、
①
、
②
、
③
の
い
ず
れ
に
も
分
類
で
き
な
い
有
価
証
券

で
あ
り
、
保
有
目
的
等
自
体
も
変
遷
し
て
い
く
面
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
①
と
③
と
の
中
間
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
市
場

動
向
に
よ
り
売
却
が
予
定
さ
れ
て
い
る
有
価
証
券
で
あ
る
。
こ
の
評
価
に
は
時
価
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
デ
リ
バ
テ
イ
プ
取
引
に
係
る
債
券
に
つ
い
て
は
、
商
法
で
新
し
い
金
融
商
品
を
す
べ
て
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め

何
ら
規
定
を
設
け
ず
、
公
正
な
会
計
慣
行
（
商
法
三
一
一
条
二
項
）
に
よ
り
評
価
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
、
一
般
に
デ
リ
パ
テ
ィ
プ

取
引
に
係
る
憤
券
は
、
最
終
的
に
金
銭
で
決
済
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
商
法
施
行
規
則
三
○
条
が
適
用
さ
れ
時
価
で
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
金
融
商
品
に
係
る
会
計
基
準
」
の
定
め
る
内
容
は
、
デ
リ
バ
テ
ィ
プ
取
引
に
係
る
債
券
は
時
価
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め
ら
れ
て
い
る
（
商
法
施
行
規
則
九
一
条
一
項
二
号
・
三
号
）
が
、
商
法
は
会
社
債
権
者
保
護
お
よ
び
企
業
維
持
政
策
の
立
場
を
と
る
の

で
、
未
実
現
評
価
益
の
配
当
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
配
当
可
能
利
益
の
算
定
に
お
い
て
は
、
時
価
評
価
に
よ
る
評
価
益
を
配

当
可
能
利
益
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
（
商
法
二
九
○
条
一
項
四
号
、
商
法
施
行
規
則
一
二
四
条
三
号
。
一
二
五
条
一
一
一
号
）
。

し
た
が
っ
て
、
会
計
上
は
評
価
益
を
計
上
し
て
も
配
当
可
能
利
益
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
と
な
り
、
資
産
評
価
と
配
当
可
能
利
益
の
算

定
と
の
間
で
は
処
理
が
異
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
金
融
資
産
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
い
る
時
価
は
決
算
日
の
時
価
で
あ
り
、
取
引
当
事
者
間
で
実
際
に
交
換
が
成

立
す
る
ま
で
は
計
算
上
求
め
ら
れ
た
交
換
価
値
の
一
例
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
を
用
い
た
評
価
益
を
利
益
に
算
入
し
て
も
、
い
わ
ば
架
空
の

一
班
一

利
益
を
算
定
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
を
実
際
の
分
配
に
向
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
指
摘
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
市
場
性
あ
る
有
価
証
券
や
金
融
派
生
商
品
は
、
そ
れ
自
体
が
い
つ
で
も
換
金
可
能
な
貨
幣
性
資
産
で
あ
る
と
み
な
す

こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
資
産
の
価
格
変
動
所
得
の
認
識
に
あ
た
っ
て
決
定
的
な
事
象
は
売
却
と
い
う
行
為
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
換

金
で
き
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
貨
幣
性
資
産
と
し
て
の
市
場
性
あ
る
有
価
証
券
や
金
融
派
生
商
品
の
資
産
価
値
の
増
加
は
、
高
い
流
動

性
を
備
え
た
資
本
市
場
で
生
じ
た
実
現
の
可
能
性
の
高
い
増
価
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
企
業
会
計
上
の
業
績
利
益
に

も
商
法
上
の
配
当
可
能
利
益
に
も
、
と
も
に
算
入
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。
ま
た
、
資
金
の
裏
付
け
と
い
う
意
味
で
の
分
配
適
状
性

・
恥
一

を
問
題
と
す
る
と
し
た
ら
、
実
現
利
益
の
場
合
も
配
当
時
点
ま
で
そ
れ
に
見
〈
口
う
流
動
資
産
が
確
保
さ
れ
て
い
る
保
証
は
な
い
。

商
法
が
配
当
可
能
限
度
額
計
算
に
際
し
て
求
め
て
い
る
利
益
は
、
資
金
的
裏
付
け
の
あ
る
利
益
と
い
う
よ
り
、
過
去
に
一
旦
資
金
と

し
て
回
収
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
の
あ
る
利
益
で
あ
る
。
し
か
し
、
整
備
さ
れ
た
流
通
市
場
を
も
ち
、
そ
こ
で
成
立
す
る
価
格
で
随
時
換

金
可
能
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
も
つ
保
有
資
産
に
生
じ
た
価
値
の
増
分
ま
た
は
減
分
が
、
市
場
取
引
を
通
じ
て
確
実
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ロ
ー
に
転
換
し
う
る
客
観
的
な
状
況
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は
市
場
価
格
に
よ
り
合
理
的
に
測
定
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ま
た
、
現
在
の
株
主
で
あ
っ
て
も
、
資
産
が
売
却
さ
れ
た
と
き
に
株
主
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
未
実
現
評
価
益

が
配
当
さ
れ
な
い
と
き
は
、
現
在
の
株
主
の
犠
牲
に
お
い
て
、
将
来
の
株
主
の
利
益
を
図
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
外
貨
建
短
期
金

銭
債
権
債
務
の
為
替
換
算
損
益
は
配
当
可
能
金
額
算
定
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
て
き
た
し
、
銀
行
の
行
う
先
物
為
替
取
引
お
よ
び
通
貨

一
狄
一

オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
値
洗
基
準
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
損
益
は
配
当
可
能
限
度
額
計
算
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
時
価
基

準
に
よ
る
評
価
・
表
示
を
通
じ
て
保
有
損
益
の
期
間
帰
属
を
明
ら
か
に
し
て
、
株
主
問
の
所
得
分
配
の
公
正
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
配
当
可
能
利
益
計
算
に
お
い
て
、
未
実
現
評
価
益
を
配
当
可
能
利
益
か
ら
控
除
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

商
法
上
の
配
当
可
能
利
益
と
会
計
上
の
報
告
利
益
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
区
分
は
耐
え
ず
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企

業
の
業
績
を
算
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
業
会
計
と
、
配
当
規
制
を
通
じ
て
会
社
債
権
者
の
保
護
を
目
的
と
し
た
商
法
と
で
は
、
目

的
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
利
益
概
念
で
二
つ
の
目
的
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
配
当
は
毎
期
の
経

営
成
果
の
分
配
で
あ
り
、
企
業
会
計
に
お
け
る
業
績
利
益
が
配
当
可
能
利
益
と
な
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
す
べ
て
の
未
実
現
評
価
益
の
配
当
財
源
と
し
て
の
配
当
可
能
性
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、

資
金
需
要
に
応
じ
て
適
宜
換
金
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
な
資
産
で
あ
る
場
合
に
は
、
実
現
時
に
過
年
度
の
運
用
成
果
を
ひ
と
ま
と
め
に

し
て
配
当
可
能
利
益
に
算
入
す
る
よ
り
も
、
期
間
損
益
計
算
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
費
用
に
つ
い
て
は
引
当
金
、
減
価
償
却
、
繰
延
資

産
償
却
等
が
、
収
益
に
つ
い
て
は
工
事
進
行
基
準
、
契
約
に
基
づ
く
継
続
的
な
役
務
提
供
に
よ
る
収
益
の
時
間
基
準
等
が
採
用
さ
れ
て

可
能
で
あ
る
。
こ
う
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
る
金
融
資
産
に
つ
い
て
は
、
そ
の
価
値
の
増
分
を
分
配
し
た
と
し
て
も
、
実
現
利
益
を
分

配
し
た
場
合
に
比
べ
て
会
社
債
権
者
の
利
益
を
損
な
う
と
は
考
え
に
く
い
。
会
社
債
権
者
を
尊
重
す
る
あ
ま
り
株
主
の
権
利
を
阻
害
す

る
よ
う
な
会
計
基
準
の
設
定
は
、
分
配
指
標
と
し
て
の
会
計
利
益
に
期
待
さ
れ
る
利
害
調
整
機
能
の
実
現
に
と
っ
て
公
正
と
は
い
え
な

←
ｊ
’
９

い
と
の
指
摘
も
あ
る
。
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い
る
よ
う
に
、
毎
期
発
生
し
た
資
産
の
未
実
現
評
価
益
を
そ
の
期
ご
と
に
業
績
利
益
と
し
て
計
上
し
、
配
当
可
能
利
益
に
反
映
さ
せ
る

『
肱
）

方
が
経
営
成
果
の
分
配
と
し
て
〈
ロ
理
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
定
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
資
産
に
つ
い
て
は
、
未
実
現
評
価
益
と
い

え
ど
も
配
当
財
源
た
り
う
る
も
の
と
考
え
る
。

１
１
１
１
１
１
１

商
法
で
は
、
市
場
価
格
あ
る
金
銭
債
権
・
有
価
証
券
（
子
会
社
株
式
を
除
く
）
に
つ
い
て
は
時
価
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
時

価
評
価
に
伴
う
評
価
益
は
配
当
可
能
利
益
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
税
法
で
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
の
評
価
益
は
課

税
さ
れ
、
商
法
と
税
法
に
お
い
て
一
部
の
有
価
証
券
に
同
様
に
時
価
評
価
が
導
入
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
対
応
に
相
違

が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
来
か
ら
法
人
税
法
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
資
産
の
評
価
益
を
益
金
の
額
の
計
算
の
別
段
の
定
め
に

よ
り
益
金
に
算
入
し
な
い
と
さ
れ
（
法
人
税
法
二
五
条
一
項
）
、
評
価
損
に
つ
い
て
も
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
法
人
税
法
三
三
条
一
項
）
。
し
か
し
、
改
正
に
よ
り
、
売
買
目
的
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
時
価
法
に
よ
り
評
価
し
、
評
価
益
ま
た
は
評

価
損
は
益
金
の
額
ま
た
は
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
法
人
税
法
六
一
条
の
三
第
一
項
一
号
・
二
項
）
。

商
法
に
お
い
て
、
未
実
現
評
価
益
が
配
当
可
能
利
益
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
税
法
に
お
い
て
評
価
益
を
課
税
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
あ
る
の
か
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
包
括
的
所
得
概
念
に
よ
れ
ば
時
価
主
義
お
よ
び
発
生

主
義
を
前
提
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
所
得
が
発
生
し
て
い
る
と
き
に
課
税
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
所
得
が
発
生
し
た
と
き
に
課
税
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
課
税
を
行
う
機
会
が
得
ら
れ
な
い
所
得
で
あ
る
な
ら
、
所
得
が
発
生
し
た
と
き
に
課
税
し
な
け
れ
ば
不
公
平
な
状
態
が

解
消
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
売
却
さ
れ
た
時
点
で
評
価
損
益
が
清
算
さ
れ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
公
平
な
課
税
が
行
わ
れ
る

の
税
務
上
の
取
扱
い

こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
一
売
買
目
的
有
価
証
券
は
、
短
期
売
却
を
目
的
と
し
て
取
得
し
た
有
価
証
券
で
あ
り
、
評
価
益
が
発
生
し
た
と
き
に
課
税
し
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平
成
一
三
年
お
よ
び
平
成
一
四
年
に
お
い
て
、
配
当
規
制
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
資
本
制
度
に
関
す
る
重
要
な
商
法
改
正
が
行
わ
れ
、

資
本
お
よ
び
法
定
準
備
金
の
概
念
の
変
更
に
伴
い
配
当
規
制
に
も
変
化
が
生
じ
、
配
当
財
源
で
あ
る
配
当
可
能
利
益
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
従
来
の
資
本
の
部
の
機
能
が
失
わ
れ
た
。
特
に
、
配
当
規
制
に
お
け
る
資
本
は
、
不
完
全
で
は
あ
る
が
有
限
責
任
の
代
償
と
し

て
の
一
定
の
財
産
を
会
社
に
留
保
し
て
、
会
社
の
財
産
的
基
礎
の
弱
体
化
を
阻
止
す
る
機
能
と
し
て
の
配
当
阻
止
機
能
を
有
し
、
資
本

の
欠
損
や
憤
務
超
過
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
警
告
機
能
を
有
す
る
。

し
か
し
、
資
本
減
少
手
続
の
改
正
が
行
わ
れ
、
会
社
財
産
を
株
主
に
返
還
す
る
実
質
上
の
資
本
減
少
は
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
お

よ
び
債
権
者
保
護
手
続
を
経
る
こ
と
を
要
し
、
総
会
の
決
議
内
容
等
が
明
確
化
さ
れ
た
。
こ
の
資
本
の
払
戻
し
は
、
配
当
規
制
の
基
礎

を
な
し
て
い
る
資
本
維
持
機
能
が
段
損
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
商
法
で
許
容
さ
れ
て
い
る
以
上
、
違
法
行
為
で
は
な
い
。
し

か
し
、
資
本
の
払
戻
し
の
性
質
は
、
資
本
と
利
益
の
区
分
の
原
則
か
ら
理
論
的
に
も
利
益
処
分
た
る
利
益
の
配
当
と
は
明
ら
か
に
異
な

な
け
れ
ば
課
税
を
行
う
機
会
が
得
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
課
税
時
点
が
所
得
発
生
時
で
あ
ろ
う
と
売
却
時
で
あ
ろ
う
と
問
題

は
な
い
。
し
か
し
、
所
得
発
生
時
に
課
税
を
行
わ
な
い
と
課
税
の
繰
延
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
法
人
税
法
は
、
包
括
所
得
概
念
に
基

づ
き
未
実
現
評
価
益
が
発
生
し
た
と
き
に
課
税
を
行
っ
て
い
る
。
商
法
に
お
い
て
も
、
市
場
価
格
の
あ
る
有
価
証
券
の
決
算
日
の
時
価

に
基
づ
く
評
価
益
の
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
評
価
益
を
配
当
可
能
利
益
か
ら
排
除
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
な
の
で

あ
り
、
前
述
の
ご
と
く
売
買
目
的
有
価
証
券
に
関
し
て
は
評
価
益
を
配
当
可
能
利
益
に
算
入
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
税
法

と
の
対
応
の
相
違
が
解
消
さ
れ
整
合
性
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

四
結
び
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し
か
し
、
資
本
取
引
か
ら
生
じ
た
資
本
準
備
金
に
つ
い
て
は
資
本
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
益
配
当
の
財
源
と
す
る
こ
と

は
、
債
権
者
保
護
手
続
を
経
て
い
る
と
は
い
え
、
資
本
と
利
益
を
区
分
す
る
原
則
に
混
乱
を
き
た
し
、
損
益
取
引
か
ら
生
じ
た
留
保
利

益
か
ら
の
利
益
処
分
と
し
て
利
益
配
当
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
商
法
の
配
当
規
制
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
資
本
準
備
金
の
分
配
を
資
本
の
払
戻
し
と
し
、
利
益
配
当
と
区
分
開
示
す
る
の
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
。
な

お
、
資
本
取
引
か
ら
生
じ
た
減
資
差
益
や
自
己
株
式
処
分
益
を
配
当
可
能
利
益
に
含
め
利
益
配
当
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
り
、
資
本
の

払
戻
し
や
利
益
配
当
お
よ
び
自
己
株
式
の
買
受
財
源
を
、
従
来
の
配
当
規
制
に
よ
り
一
括
し
て
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
区
分
開
示
し
た

規
制
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
資
本
準
備
金
を
減
少
し
て
配
当
原
資
と
し
た
場
合
に
は
出
資
の
払
戻
し
と
な
る
こ
と
か
ら
、
資
本
積
立

金
の
払
戻
し
と
す
る
と
い
う
法
人
税
法
上
の
規
定
が
な
い
こ
と
は
問
題
で
あ
り
立
法
化
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
資
産
性
に
疑
問
の
あ
る
繰
延
資
産
は
、
換
価
可
能
性
お
よ
び
回
収
可
能
性
の
な
い
会
計
処
理
上
の
繰
延
勘
定
で
あ
り
、
配

当
規
制
に
お
い
て
は
配
当
不
能
財
源
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
繰
延
税
金
資
産
は
、
将
来
の
回
収
見
込
に
つ
い
て
不

確
定
要
素
が
あ
る
も
の
の
資
産
と
し
て
の
特
質
が
あ
り
、
そ
の
算
出
根
拠
の
開
示
と
、
そ
の
回
収
可
能
性
に
つ
い
て
監
査
役
（
委
員
会

る
も
の
で
あ
り
、
統
一
的
に
規
制
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
法
定
準
備
金
は
、
法
定
資
本
と
同
じ
く
会
社
財
産
の
流
出
を
抑
制
し
、
会
社
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
会
社
に
確
保
す
べ

き
資
産
の
基
準
額
と
し
て
計
上
を
強
制
さ
れ
、
従
来
か
ら
資
本
の
欠
損
填
補
お
よ
び
資
本
組
入
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
商
法
改
正
に
よ
り
、
株
主
総
会
の
普
通
決
議
お
よ
び
債
権
者
保
護
手
続
を
要
件
と
し
て
、
資
本
の
四
分
の
一

相
当
額
の
法
定
準
備
金
を
残
し
て
お
け
ば
残
り
は
利
益
配
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
利
益
準
備
金
に
つ
い

て
は
、
損
益
取
引
か
ら
発
生
し
た
利
益
の
留
保
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
利
益
配
当
し
た
と
し
て
も
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な

い
◎
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等
設
置
会
社
に
お
い
て
は
監
査
委
員
会
）
お
よ
び
会
計
監
査
人
に
よ
り
毎
期
見
直
し
監
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
に
、
配
当
財
源
と

し
て
容
認
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
利
益
配
当
は
毎
期
の
経
営
成
果
の
分
配
で
あ
る
か
ら
、
資
金
需
要
に
応
じ
て
適
宜
換
金
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
な
資
産
で
あ

る
場
合
に
は
、
毎
期
発
生
し
た
資
産
の
未
実
現
評
価
益
を
そ
の
期
ご
と
に
業
績
利
益
と
し
て
計
上
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
配
当
財
源
と

し
て
配
当
可
能
利
益
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
方
、
税
法
で
は
売
買
目
的
有
価
証
券
の
評
価
益
は
課
税
さ
れ
、
商
法
と
税
法
に

お
い
て
一
部
の
有
価
証
券
に
同
様
に
時
価
評
価
が
導
入
さ
れ
、
評
価
益
の
計
上
が
認
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応
に
相
違
が

生
じ
て
い
る
。
税
法
と
の
対
応
の
相
違
が
解
消
さ
れ
整
合
性
を
は
か
る
意
味
か
ら
も
、
商
法
に
お
い
て
売
買
目
的
有
価
証
券
の
評
価
益

を
配
当
可
能
利
益
に
算
入
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

戸、グー、グー、￣、←、戸、￣、グー、グー、戸、グー、グー、グー、

'３１２１１１０９８７６５４３２１
－〆、‐〆～〆､－〆、－'、－〆－戸～'～〆－グ～ｸﾞ、－シ～￣

口
、
二
目
｛
ヨ
⑰
６
コ
０
．
日
・
旦
一
・
口
笛
。
（
内
①
く
ａ
」
。
ま
）
・

矢
沢
惇
『
企
業
会
計
法
の
理
論
』
（
有
斐
閣
・
一
九
八
二
一
一
九
頁
。

拙
稿
「
公
正
な
利
益
配
当
と
資
本
の
担
保
機
能
」
『
企
業
法
学
第
四
巻
』
（
商
事
法
務
研
究
会
・
一
九
九
五
）
一
一
一
一
三
頁
・

拙
稿
圃
前
掲
注
（
３
）
、
一
三
四
頁
。

拙
稿
、
前
掲
注
（
３
）
、
一
一
一
一
五
頁
、
一
三
九
頁
注
（
刀
）
参
照
。

小
林
量
「
商
法
の
債
権
者
保
護
機
能
と
の
関
係
」
企
業
会
計
五
四
巻
七
号
（
二
○
○
二
）
一
一
一
二
頁
。

Ｄ
Ｃ
二
日
」
．
。
。
目
貝
昌
】
◎
冨
冒
勺
③
昂
で
⑥
。
言
①
】
９
（
】
召
。
）
。

Ｆ
の
量
勺
『
】
ご
臣
の
Ｃ
・
召
・
蔓
・
冨
自
二
二
⑤
一
『
、
自
目
目
し
吻
（
巳
呂
）

拙
稿
「
資
本
制
度
と
株
式
の
課
題
」
法
学
新
報
一
○
七
巻
一
一
・
一
二
号
（
二
○
○
一
）
六
三
○
頁
。

森
本
滋
「
序
論
Ｉ
わ
が
国
会
社
法
の
資
本
制
度
関
連
改
正
動
向
」
商
事
法
務
一
六
○
一
号
（
二
○
○
｜
）
五
頁
。

森
川
八
洲
男
「
新
会
計
基
準
に
お
け
る
『
資
本
の
部
』
の
分
類
の
特
質
」
企
業
会
計
五
四
巻
七
号
（
一
一
○
○
二
）
二
五
頁
。

尾
崎
安
央
「
法
定
準
備
金
制
度
の
改
正
ｌ
商
法
上
の
法
定
準
備
金
制
度
再
論
Ｉ
」
法
曹
時
報
五
四
巻
二
号
（
二
○
○
二
）
一
一
一
三
六
頁
。

尾
崎
安
央
「
配
当
可
能
利
益
の
変
容
」
企
業
会
計
五
四
巻
七
号
（
二
○
○
一
一
）
四
一
頁
．
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（
Ｍ
）
西
山
忠
範
「
資
本
樹
成
と
利
益
配
当
」
『
現
代
企
業
法
議
座
（
３
）
企
業
運
営
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
’
九
八
五
）
三
六
六
頁
。

（
巧
）
末
永
英
男
「
商
法
の
計
算
櫓
造
に
つ
い
て
Ｉ
資
本
金
と
法
定
準
臓
金
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
会
計
一
五
○
巻
四
号
（
一
九
九
六
）
三
二
頁
。

（
肥
）
大
隅
健
一
郎
Ⅱ
今
井
宏
『
会
社
法
論
中
巻
（
第
三
版
）
』
（
有
斐
閣
二
九
九
一
一
）
四
五
一
頁
。

（
、
）
酒
巻
俊
雄
『
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
会
社
法
２
（
第
六
版
）
』
（
日
本
評
論
社
・
’
九
九
八
二
四
五
頁
。

（
昭
）
拙
稿
、
前
掲
注
（
９
）
、
六
一
二
頁
。

〈
⑲
）
上
村
達
男
「
資
本
準
備
金
に
よ
る
自
己
株
消
却
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
’
’
三
二
号
（
一
九
九
八
）
六
六
頁
．

（
、
）
拙
稿
、
前
掲
注
（
９
）
、
六
一
一
一
頁
、
六
一
一
二
頁
。

（
。
）
江
頭
憲
治
郎
「
法
定
準
備
金
制
度
の
規
制
緩
和
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
○
六
号
（
二
○
○
一
）
’
二
○
頁
。
な
お
、
平
成
一
五
年
度
商
法
改
正
に
お
い
て
、

定
款
を
も
っ
て
取
締
役
会
決
議
に
よ
る
自
己
株
式
取
得
を
行
う
旨
を
定
め
た
場
合
に
は
、
取
締
役
会
の
決
議
だ
け
で
自
己
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
（
商
法
二
一
一
条
の
三
第
一
項
二
号
）
、
定
時
総
会
決
識
に
よ
る
自
己
株
式
の
取
得
枠
に
加
え
て
、
定
款
授
権
に
基
づ
く
取
締
役
会
決
議
に
よ
る

取
得
枠
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
取
得
財
源
は
、
中
間
配
当
財
源
を
限
度
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
商
法
一
二
一
条
の

三
第
三
項
）
、
取
得
後
最
初
の
定
時
総
会
で
、
自
己
株
式
取
得
を
必
要
と
し
た
理
由
、
そ
の
株
式
の
種
類
、
数
、
取
得
価
格
の
総
額
を
報
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
商
法
二
一
一
条
の
三
第
四
項
）
。

（
工
）
武
田
昌
輔
「
税
法
に
お
け
る
資
本
等
の
金
額
の
特
異
性
」
税
研
一
八
巻
四
号
（
二
○
○
三
）
四
五
頁
。

（
幻
）
な
お
、
自
己
株
式
の
取
得
財
源
と
し
て
の
配
当
可
能
利
益
の
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
金
庫
株
の
意
義
と
配
当
可
能
利
益
と
の
関
係
」
琉
大
法

学
六
九
号
（
一
一
○
○
三
）
一
一
九
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
型
）
武
田
隆
二
『
会
計
学
一
般
教
程
（
第
五
版
）
』
（
中
央
経
済
社
．
二
○
○
二
）
二
三
一
一
一
頁
．

（
お
）
鈴
木
一
水
「
自
己
株
式
お
よ
び
資
本
率
備
金
取
崩
に
関
す
る
会
計
処
理
の
問
題
点
」
税
研
一
八
巻
四
号
（
二
○
○
三
）
五
九
頁
・

（
油
）
岸
田
雅
雄
「
資
本
関
係
に
関
す
る
商
法
改
正
」
金
融
・
商
事
判
例
一
一
六
○
号
（
二
○
○
三
）
六
四
頁
・

（
刀
）
野
口
晃
弘
「
商
法
改
正
と
自
己
株
式
の
会
計
」
企
業
会
計
五
三
巻
一
二
号
（
一
一
○
○
一
）
’
’
九
頁
。

（
羽
）
武
田
昌
輔
、
前
掲
注
五
）
、
四
六
頁
・

壷
）
大
隅
健
一
郎
Ⅱ
今
井
宏
、
前
掲
注
（
肥
）
、
四
六
一
頁
。

（
犯
）
尾
崎
安
央
、
前
掲
注
（
ｂ
）
、
三
九
頁
．

（
弧
）
届
林
次
雄
「
商
法
二
九
○
条
の
配
当
可
能
利
益
と
繰
り
延
べ
税
金
資
産
と
の
関
係
」
帝
京
法
学
一
一
三
巻
一
号
（
一
一
○
○
一
一
一
）
一
三
頁
。

（
犯
）
居
林
次
雄
、
前
掲
注
（
卯
）
、
三
頁
。

（
羽
）
居
林
次
雄
、
前
掲
注
（
弧
）
、
六
頁
。
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中
田
信
正
『
税
効
果
会
計
詳
報
ｌ
基
準
形
成
と
計
算
構
造
』
（
中
央
経
済
社
・
’
九
九
九
二
九
頁
。

な
お
、
未
実
現
評
価
益
か
ら
の
配
当
を
認
め
る
判
例
と
し
て
、
戸
目
邑
一
ぐ
・
国
昌
一
２
巳
二
式
甑
．
Ｅ
ゴ
ー
（
、
巨
已
。
Ｑ
」
◎
さ
）
・
が
あ
る
。

弥
永
真
生
『
企
業
会
計
法
と
時
価
主
義
』
（
日
本
評
論
社
．
一
九
九
六
）
二
五
八
頁
、
二
七
一
頁
。

長
谷
川
茂
「
時
価
評
価
と
損
益
計
算
」
会
計
一
五
三
巻
（
一
九
九
八
）
二
一
一
一
頁
。

醍
醐
聡
「
時
価
評
価
と
日
本
の
配
当
計
算
規
定
」
税
務
弘
報
四
四
巻
八
号
（
一
九
九
六
）
二
頁
。

浜
本
道
正
「
利
益
情
報
の
役
割
と
資
産
評
価
」
企
業
会
計
四
八
巻
九
号
（
一
九
九
六
二
一
八
頁
。

弥
永
真
生
「
配
当
規
制
と
未
実
現
損
益
（
一
）
」
民
商
法
雑
誌
二
四
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
六
）
七
八
九
頁
。

弥
永
真
生
「
取
得
原
価
基
準
の
再
検
討
（
四
．
完
）
」
法
学
協
会
雑
誌
一
○
七
巻
一
一
号
（
一
九
九
○
二
八
八
三
頁
。

醍
醐
聡
「
時
価
評
価
と
業
績
測
定
・
成
果
配
分
」
会
計
一
四
六
巻
二
号
（
一
九
九
四
）
六
七
頁
。


